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Ｐ１７１ 円の性質を使った の作図

線分ＡＰの長さを１とするとき

①線分ＡＰをＰの方向に延長し、ＰＢの長さが３となる位置に

点Ｂをとる。

②線分ＡＢを直径とする円Ｏをかく。

③点Ｐを通る線分ＡＢの垂線をひき円Ｏとの交点の一つをＱとする。

④線分ＰＱの長さが となる。

１．△ＡＰＱと△ＱＰＢにおいて

∠ＡＰＱ＝∠ＱＰＢ＝９０° ・・・・・・・・・・・・・・・・・①

また、直径に対する円周角は９０°なので

∠ＡＱＢ＝９０°

ここで∠ＡＱＰ＋∠ＰＱＢ＝９０°・・・・・・・・・・・・・・・・②

∠ＡＱＰ＋∠ＰＡＱ＝９０°・・・・・・・・・・・・・・・・③

②③より∠ＰＱＢ＝∠ＰＡＱ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・④

①④より２組の角がそれそれ等しいので

△ＡＰＱ∽△ＱＰＢ

よってＡＰ：ＰＱ＝ＱＰ：ＰＢ １：ＰＱ＝ＰＱ：３
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- 2 -



- 3 -

２

①線分ＡＰをＰの方向に延長し、ＰＢの長さが７となる位置に

点Ｂをとる。

②線分ＡＢを直径とする円Ｏをかく。

③点Ｐを通る線分ＡＢの垂線をひき円Ｏとの交点の一つをＱとする。

④線分ＰＱの長さが となる。７


